




The trend of researches about mental health of newly graduated nurses 
who work in the psychiatric ward. 
Hitomi HARADA， Yukiyo ISHIKA W A 
The study clarified the element that did the mental health maintenance di伍cultlyabout the 
researches concerning mental health intended for newly graduated nurses who was working in 
the psychiatric ward， and considered the stress coping skil to a di伍cultelement. 
The elements that newly graduated nurses who work in the psychiatric ward cannot keep 
mental health are as follows. 
1) Immature interpersonal relationship peculiar to newly graduated nurse 
2) Relation to peculiar psychiatry department nursing patient 
3) Negative feelings held in patient 
It thought as follows about the stress copings of newly graduated nurses who worked in the 
psychiatric ward. 
1) Acquire a peculiar knowledge and technology to the psychiatry department and 
improve “Interpersonal skil" 
2) Control feelings caused in relations with the patient 
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表3 精神科新卒看護師のメンタル維持困難要素とコーピングスキル
メンタ/レヘルス維持に困難な要素 困難要素に対するストレスコーピング
分類 要素 スキルについての検討内容
患者の反応の理解や患者との関係づくりに精神科特有
患者への否定的な感情
の知識と技術が必要。
看護師自身が否定的感情を内省し、救助行動へいたる積
怒り、疲労感、苛立ち、自責感、不全感、怖い
極的支援を行う
否定的な感情に対する葛藤 同じ人として自分の思いを大切に誠実に関わればよい
患者一看讃師関係 対人関係の育成に|刻する教育的支援
再構成
精神科特有のつらいと感じたことへの教育的支援
暴力のサインを共有、恐怖や不安を感じた際にはすぐに
患者から受ける暴力・暴言 報告すること、暴力の場面に直面した場合の十分なフォ
ローアップ
精神看護のケアは、一方通行ではなく、患者との関わり
精神症状アセスメント不足
の深さでしていけlまよい
身体的アセスメント能力が身につけられるような教育
身体的アセスメント不足
計画が必要。
プライマリーナースとしての責任感 PNSとしてすべてを背負わなくて良い
業務の時間管理がうまくし、かなし、 悩みから抜け出すための学習方法を持つ
業務に追われ、患者と話す時liが無い 楽しそうに働いている先輩を真似る
事故やミスの発生
看護ケアに関する要素
役割の変化
人間の生死とL、う極限に立ち会う
不規則な勤務による生活リズムの変化
暖かく献身的に接することを期待され、一方で
は確かな知識、技術、判断、冷静で客観的な態
度でなければ成らないという気持ち
絶対に遂行しなければならない業務を時間内に
終わらせなければならないというプレッシャー
上司・プリセプターとの人間関係 プリセプターシップのあり方
職場の人間関係
医師とのコミュニケーション 役者l変化や業務量が増加した時期のサポート
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精神科に勤務する新卒看護師のメンタルヘルスに関する研究の動向
表4 精神科以外の新卒看護師のメンタル維持困難要素とコーピングスキル
メンタルヘルス維持に困難な要素 困難要素に対するストレスコーピング
分類 要素 スキルについての検討内容
3ヶ月までの強い不安 受け入れ側の理解(医師による抑うつの学習会)
先輩看護師や上司からほめられたり、励まされる、
Nsへ適正自己評価の低さ
支援してもらう
心理的な仕事の負担 (i訓。) ストレスマネジメント教育
心理的な要素 心理的な心の負担(質的) 仕事の失敗や人間関係への対処
仕事への満足度が低い 上司による情緒的支援(ほめること)
本来の看護が出来ない 目標に対する部長面接
リアリティショック
離職願望
休暇が取れない 家族との同居
自覚的な身体的負担度 良好な食行動
生活リズムの変化 ストレス解消行動(相談、運動、外出、音楽鑑賞)
環境変化に伴う要素 夜勤がつらい
夜勤による睡眠障害
就職に伴う独居生活での食生活の乱れや
睡眠時間の変容
多忙 精神的支援看護姉によるメンタルサポート
看護業務に関する要素
仕事の失敗 プリセプター 制度
職場での人間関係 職場での人間関係への不満 プリセプターとのコミュニケーション
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